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今
日
の
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
ほ
ぼ
東
半
分
が
、
か
つ
て
は

「満
洲
国
」
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
支
配
下
に
あ

っ
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
東
西
南
北
の
旧
興
安
四
省
が
ほ
ぼ
こ
れ
に

あ
た
り
、
当
時

（漢
人
移
民
に
開
発
さ
れ
、
漢
人
を
統
治
す
る
県
が
設

置
さ
れ
た

「開
放
蒙
地
」
と
区
別
し
て
）
「非
開
放
蒙
地
」
と
呼
ば
れ

た
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
居
住
地
な
い
し
所
有
地
は
、
こ
の
ほ
か

に
、
熱
河
、
錦
州
二
省
の

「錦
熱
蒙
地
」
、
お
よ
び
主
に
吉
林
、
奉

天
二
省
に
存
在
す
る

「開
放
蒙
地
」
に
広
が

っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

「蒙
地
」
は
、
「満
洲
国
」
総
面
積
の
お
よ
そ
三
分
の

一
に
及
ん
だ
と

い
う
。
「満
洲
国
」
に
と
っ
て
、
「蒙
地
」
処
理
は

（「皇
産
」
処
理
と

な
ら
ぶ
）
最
も
主
要
な
土
地
問
題
で
あ
っ
た

（江
夏
由
樹

「満
洲
国
の

山

本

有

造

地
籍
整
理
事
業
に
つ
い
て
―
―

『蒙
地
』
と

『皇
産
』
の
問
題
か
ら
み
る

――
ど

『
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
』
第
三
七
号
、　
一
九
九
六

年
二
月
）。

本
書
は
、
「満
洲
国
」
期
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
種
類
の
蒙
地
に
対

す
る
土
地
政
策

。
土
地
処
分
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
の
構
成

は
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
半
の
第

一

章
～
第
二
章
で
蒙
地
の
土
地
問
題
の
背
景
が
説
明
さ
れ
、
後
半
の
第

四
章
～
第
七
章
に
お
い
て
具
体
的
な
蒙
地
の
処
分
の
過
程
が
検
討
さ

れ
る
。
こ
れ
に
、
手
際
の
良
い
研
究
史
を
含
む

「
は
じ
め
に
―
―
問

題
の
所
在
」
と
結
論
部
の

「
お
わ
り
に
―
―
ま
と
め
と
展
望
」
と
が

広
川
佐
保
著

『蒙
地
奉
上
―
‐
「満
州
日

の
土
地
政
本
―
己



付
さ
れ
て
、
本
論
二

一
八
頁
を
な
す
。
本
書
に
は
、
そ
の
後
に
、
著

者
が
手
間
を
か
け
て
作
成
し
た

「図
表
／
資
料
／
関
係
年
表
／
文
献

一
覧
／
索
引

（事
項

。
人
名
ご

約

一
二

一
頁
が
付
く
。
こ
の
膨
大
な

資
料
集
の
添
付
が
本
書
の
特
色
の
ひ
と
つ
を
な
し
て
い
る
。

第

一
章

「
モ
ン
ゴ
ル
人
の
満
州
国
参
加
」
で
は
、
内
蒙
古
の
自
治

運
動
の
背
景
か
ら
は
じ
め
、
満
洲
建
国
に
当
た
っ
て
日
本
側
が
こ
れ

を
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ん
だ
か
、
興
安
省
と
い
う

「特
殊
行
政
区

域
」
が
い
か
に
し
て
編
成
さ
れ
た
か
、
が
語
ら
れ
る
。
当
初
モ
ン
ゴ

ル
人

「自
治
区
域
」
を
約
束
さ
れ
て
成
立
し
た
興
安
省
も
、
結
局
は

「特
殊
行
政
区
域
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
形
で
決
着
を
つ
け
ら
れ
る
。

第
二
章

「満
州
国
土
地
政
策
の
展
開
」
で
は
、
満
洲
国
期
の
土
地
政

策
の
立
案
過
程
が
概
観
さ
れ
る
。
そ
の
過
程

（た
と
え
ば
臨
時
土
地

制
度
調
査
会
）
で
あ
ら
わ
に
な
る
蒙
政
部
の
大
場
辰
之
助
と
民
生
部

土
地
局
の
加
藤
鉄
也
の
対
立
―
―
蒙
地
は
旗
の
公
有
で
あ
る
と
し
て

所
有
権
の
画

一
的
認
定
を
否
と
す
る
大
場
と
、
土
地
占
有
者
を
そ
の

所
有
者
と
認
め
て
土
地
権
利
の

一
元
化
を
は
か
る
加
藤
の
対
立
―
―

は
、
や
が
て

「凌
陸
事
件
」
の
遠
因
と
な
る
。
第
二
章

「土
地
政
策

を
巡
る
対
立
―
―
蒙
政
部
の
廃
止
―
―
」
で
は
、　
一
九
二
六
年
四
月

の

「凌
陸
事
件
」
と
、
こ
れ
に
よ
り
窮
地
に
立
た
さ
れ
た

（蒙
地
の

旧
慣
保
護
を
重
視
す
る
）
蒙
政
部
が

一
九
二
七
年
七
月
に
廃
止
さ
れ

た
事
情
を
追
う
。
「凌
陸
事
件
」
と
は
、
フ
ル
ン
ボ
イ
ル
の
実
力
者

と
し
て
満
洲
建
国
に
尽
く
し
、
興
安
北
省
の
省
長
に
就
い
た
凌
陸

が
、　
一
九
二
六
年
二
月
の
興
安
四
省
省
長
会
議
の
席
上
、
そ
の
尽
力

の
動
機
を

「
（蒙
古
旗
民
総
有
の
）
蒙
地
ヲ
完
全

二
保
証
戴
イ
テ
国
家

ノ
権
利
デ
護
ツ
テ
戴
キ
タ
イ
ト
イ
ウ
コ
ト
ガ
第

一
」
と
言
い
切

っ
た

こ
と
に
端
を
発
し
、
そ
の
帰
途
、
内
外
モ
ン
ゴ
ル
独
立
を
図

っ
た
と

し
て
関
東
軍
に
逮
捕
さ
れ
、
銃
殺
さ
れ
た
事
件
を
指
す
。

さ
て
、
以
上
を
う
け
て
、
第
四
章

「蒙
地
奉
上
に
至
る
過
程
」
で

は
、
地
籍
整
理
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
側
が
有
し

て
い
た
諸
権
利
が
満
洲
国
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
い
わ
ゆ
る

「蒙
地
奉
上
」
に
関
す
る

「満
洲
国
」
政
府
基
本
方
針
の
決
定
過
程

が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
の
章
で
扱
わ
れ
る
具
体
的
事
例
は
、
主
に
吉
林

省
、
奉
天
省
等
に
存
在
し
た
蒙
地
、
す
な
わ
ち

「開
放
蒙
地
」
に
関

す
る
そ
れ
で
あ
る
。

つ
い
で
第
五
章

「錦
熱
蒙
地
の
処
理
の
開
始
」
お
よ
び
第
六
章

「錦
熱
蒙
地
奉
上
」
で
は
、
「錦
熱
蒙
地
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ

の
地
方
は
、
民
国
期
に
は
熱
河
省
、
満
洲
国
期
に
は
熱
河
お
よ
び
錦

州
省
が
置
か
れ
た
地
域
で
あ
る
が
、
蒙
地
の
開
放
が
も
っ
と
も
早
く

か
ら
進
み
、
し
た
が

っ
て
旗
と
県
、
モ
ン
ゴ
ル
人
と
漢
人
の
諸
権
利

関
係
が
も
っ
と
も
複
雑
に
錯
綜
し
た
地
帯
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
こ



の
地
方
の
特
色
と
し
て
、
河
北
省
お
よ
び
チ
ャ
ハ
ル
省
に
接
し
て
政

治
状
況
が
不
安
定
で
あ

っ
た
こ
と
、　
一
九
二
三
年
の
熱
河
作
戦
に
よ

り
遅
れ
て

「満
洲
国
」
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
、
ア

ヘ
ン
栽
培
で
有
名

で

「満
洲
国
」
に
お
け
る
ア

ヘ
ン
行
政
に
密
接
に
関
係
し
た
こ
と
も

指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、
こ
こ

で
の
地
籍
整
理
方
針
に
つ
い
て
も
ま
た
、
（か
つ
て
の
大
場
対
加
藤
の

対
立
と
類
似
し
て
）
蒙
古
側
の
旧
慣

・
権
利
を
認
め
よ
う
と
す
る
熱

河
省
公
署
の
及
川
三
男
と
、
早
急
に
土
地
の
単

一
所
有
権
を
確
定
し

よ
う
と
す
る
中
央

（地
籍
整
理
局
）
の
加
藤
鉄
也
と
の
対
立
が
み
ら

れ
た
。
議
論
の
段
階
で
は
、
戦
局
の
悪
化
お
よ
び
政
情
の
不
安
が
影

響
し
て
加
藤
ら
の
強
硬
意
見
が
必
ず
し
も
通
ら
な
か
っ
た
が
、　
一
九

二
九
年
に
お
け
る

「錦
熱
蒙
地
処
理
要
綱
」
で
は
、
土
地
の
単

一
所

有
権
を
確
定
す
る
方
向
に
す
す
ん
だ
。
た
だ
し
モ
ン
ゴ
ル
側
諸
権
利

の
国
家

へ
の
奉
上
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
を

一
律
に
廃
止
し
た

「開

放
蒙
地
」
の
場
合
と
比
較
す
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
側

（特
に
世
襲
王
公
）

の
権
利
が
優
遇
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ま
た
、
先
に
述
べ
た

「錦

熱
蒙
地
」
の
特
殊
性
が
影
響
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

第
七
章

「対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
の
転
換
と

『蒙
地
管
理
要
項
ヒ

で

は
、
興
安
四
省
に
ひ
ろ
が
る

「未
開
放
蒙
地
」
（お
よ
び
飛
び
地
に
あ

た
る

「省
外
蒙
地
し

が
考
察
対
象
で
あ
る
。
「開
放
蒙
地
」
と

「錦

熱
蒙
地
」
の
蒙
地
奉
上
が

一
九
四
〇
年
ま
で
に
終
わ
っ
た
の
に
対
し

て
、
遊
牧
形
態
し
た
が
っ
て
旧
慣
の
色
濃
く
残
る
興
安
四
省
で
は
土

地
権
利
関
係
の
整
理
が
遅
れ
た
。
こ
の
間
、　
一
九
二
九
年
の
ノ
モ
ン

ハ
ン
事
件
で
の
大
敗
北
は
興
安
四
省
の
国
防
的
地
位
を
高
め
、
新
た

な
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
を
必
要
と
す
る
に
い
た
る
。
土
地
の
個
別
利
用

が
確
立
し
て
い
な
い
未
開
放
蒙
地
の
権
利
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
そ

の
管
理
の
み
を
規
定
す
る

「蒙
地
管
理
要
綱
」
が

一
九
四
二
年
九
月

に
施
行
さ
れ
た
こ
と
、
関
東
軍
の
対
ソ
戦
略
と
も
合
致
し
て

「興
安

総
省
」
が

一
九
四
三
年

一
〇
月
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
こ
れ
で

あ
る
。

満
洲
五
族
に
関
わ
る
地
籍
整
理
事
業
は
、
「満
洲
国
」
中
央
集
権

体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
地
籍
整
理
と
土

地
政
策
の
立
案
は
、
建
国
以
前
か
ら
満
鉄
経
済
調
査
会
―
関
東
軍
が

研
究
を
重
ね
た
重
要
事
案
で
あ

っ
た
。
蒙
地
処
理
は
そ
の
な
か
で
も

最
も
複
雑
か
つ
重
要
な
課
題
で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
地
籍
整
理
事

業
も
ま
た
、
他
の
多
く
の
事
業
と
と
も
に
、
つ
い
に
未
完
の
ま
ま
終

戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

本
書
の
貢
献
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
土
地
政
策
と
い
う
局
面
に

限
り
な
が
ら
も
、
「満
洲
国
」
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
お
よ
び
蒙
地
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問
題
と
い
う
、
長
く
忘
れ
ら
れ
て
き
た

「満
洲
国
」
史
の
重
要
な

一

側
面
を
発
掘

・
整
理
し
、
研
究
史
に
新
し
い
分
野
を
切
り
開
い
た
こ

と
に
あ
る
。
あ
え
て
表
自
す
れ
ば
、
評
者
も
長
く

「満
洲
」
お
よ
び

「満
洲
国
」
を
研
究
対
象
と
し
な
が
ら
、
満
洲
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル

人
問
題
に
ほ
と
ん
ど
理
解
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
書
に
よ

っ
て

あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
い
え
ば
、
本
書
は
、
清

朝
期
、
中
華
民
国
期
、
「満
洲
国
」
期
、
そ
し
て
中
華
人
民
共
和
国

期
を
通
じ
て
つ
ね
に
中
国
の
特
異
な
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
た
内
蒙
古

と
い
う
存
在
を
、
わ
れ
わ
れ
に
あ
ら
た
め
て
思
い
起
こ
さ
せ
、
考
え

さ
せ
て
く
れ
る
。

こ
の
特
殊
な
分
野
に
つ
い
て
、
評
者
に
論
じ
う
る
と
こ
ろ
は
少
な

い
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
希
望
と
さ
さ
や
か
な
疑
間
を
述
べ
る
こ
と

で
、
評
者
と
し
て
の
責
め
を
塞
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。

０
　
資
料
の
問
題
か
ら
蒙
地
に
お
け
る
土
地
制
度
の

「実
態
」
は
詳

細
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

（二

一
七
ペ
ー
ジ
）
と
い

う
。
そ
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
清
朝
初
期

（あ
る
い
は

「封
禁

制
度
」
下
の
）
中
国
東
北
地
域
に
お
け
る
蒙
地
お
よ
び
盟
旗
制
度

の
あ
り
方
、
と
い
っ
た
基
礎
的
な
解
説
が
な
く
て
、
こ
の
種
の
書

物
を
読
む
こ
と
は
難
し
い
。

０
　
お
な
じ
く
、
モ
ン
ゴ
ル
の
旧
王
公
制
度
に
つ
い
て
も
何
ら
解
説

が
な
い
の
は
不
親
切
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
本
書
に
お
い
て
も
キ
イ

概
念
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

０
　
著
者
は

「満
洲
」
「満
洲
国
」
を

「満
州
」
「満
州
国
」
で
統

一

す
る
。
こ
れ
に
は
著
者
の
考
え
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
固
有
名
詞
の

「洲
」
を
い
た
ず
ら
に

「州
」
で
代
用
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
の

が
評
者
の
考
え
で
あ
る
。

四
　
索
引
の
つ
く
り
が
や
や
粗
雑
に
感
じ
ら
れ
る
。
「デ
ム
チ
グ
ド

ン

ロ
ブ
」
は
あ
る
が

「徳
王
」
は
な

い
。
「金
丹
道
事
件
」
と

「紅
巾
の
乱
」
が
別
々
に
あ
る
、
な
ど
。

０
　
特
殊
な
用
語
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
初
出
、
あ
る
い
は
索
引
に

読
み
を
付
し
て
ほ
し
い
。
評
者
も
無
学
に
し
て

「押
」
を
な
ん
と

読
む
の
か
、
「山
分
」
を
ど
う
読
む
の
か
、
詳
ら
か
に
し
な
い
。

内
　
叙
述
に
紛
ら
わ
し
い
箇
所
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
ヨ

九
四
五
年
八
月
、
日
本
の
敗
戦
と
と
も
に
、
外
モ
ン
ゴ

ル

（
ハ
ル
ハ
）
が
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
し
て
正
式
に
独
立

し
」
た

（三
頁
）
は
、
中
国
が
独
立
を
承
認
し
た
、
の
意
か
。
興

安
総
省
の
設
置
は

一
九
四
三
年

一
〇
月
か

一
二
月
か

（二
〇
四
頁

と
三

一
一
頁
。
『満
洲
国
史
』
は

一
〇
月

一
日
と
す
る
。
た
だ
し

同
書

「各
論
」

一
五
頁
は
九
月
二
〇
日
と
す
る
）。

０
　
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学

・
ト
ゥ
ブ
シ
ン
教
授
の
留
学
先
は
第

一
一局
等
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師
範
学
校

（三
二
三
ペ
ー
ジ
）
か
。
第

一
高
等
学
校
で
は
な
い

か
。
評
者
の
、
ト
ゥ
ブ
シ
ン
先
生
と
の
私
的
な
思
い
出
の
た
め

に
、
あ
え
て
蛇
足
を
付
す
。

や
や
古
く
は
沈

潔
氏
の
社
会
事
業
史
の
研
究
、
近
く
は
山
田
豪

一
氏
に
よ
る
分
厚
い
ア
ヘ
ン
専
売
史
の
研
究
な
ど
な
ど
、
「満
洲
国
」

を
め
ぐ
る
優
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
ラ
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
広
川
佐
保

氏
の
本
書
も
そ
の
重
要
な

一
環
を
な
す
も
の
と
評
価
で
き
る
。
今
後

の

「満
洲
国
」
研
究
は
、
こ
う
し
た
し
っ
か
り
し
た
個
別
研
究
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

広
川
佐
保
著

「蒙
地
奉
上
―
―

「満
州
国
」
の
土
地
政
策
―
―
』
（汲
古

書
院
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
刊
、
三
四
四
十
五
頁
、
本
体
八
〇
〇
〇
円
）

（や
ま
も
と
　
ゆ
う
ぞ
う
。中
部
大
学
人
文
学
部
教
授
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
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